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論　　文　　の　　要　　旨
　再生，再認といった顕在記憶テストでは，被験者は，学習項目の検索を要請される。これに対して，
潜在記憶テストでは，学習エピソードとの関連が明示されないままに，保持が間接的に測定される。
すなわち，学習エピソードとは一見無関係な課題の，遂行促進として測定されるのである。この促進
は，プライミングとして知られている。知覚的潜在テストの手がかりは，ターゲットと知覚的関連を
持っている（例えば，「き一うり一一」→「きょうりゅう」）。他方，概念的潜在テストの手がかりは，
概念的関係を持っている（例えば，「有史以前に滅亡した，巨大な爬虫類動物は，何ですか？」」→「恐
竜」）。
　本論文で報告されている諸実験では，顕在テスト，知覚的潜在テスト，概念的潜在テスト，これら
のテスト問の分離が検討されている。テスト問の相関，種々の独立変数に対する敏感さなどを通じて，
分離は検討される。実験では，すでに他の研究で作成されているテストの他に，漢字完成テストや文
章完成テストのように，今回新たに開発されたテストが用いられている。これらのテストの開発とそ
の性質の調査は，本研究の副次的な目的である。
　実験1から3では，上述の三種のテストの間の，相関関係が検討された。実験1では，知覚的潜在
テストである漢字完成テストと，顕在テストである再認の間に，相関上の分離（無相関）が見いださ
れた。実験2では，この発見が追認された他に，知覚的潜在テストである漢字完成テストと，概念的
潜在テストであるカテゴリー連想の間に，相関上の分離が，初めて見いだされた。実験3では，概念
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的潜在テストであるカテゴリー連想と，顕在テストである再認との間に，相関上の分離が，初めて見
いだされた。づまり，実験1から3で示されたのは，顕在テスト，知覚的潜在テスト，概念的潜在テ
スト，各々の問の相関上の分離である。
　実験4から6では，保持期間と処理水準を操作したときの効果が検討された。両操作とも，今回新
たに開発された知覚的潜在テストである。漢字完成テストに対して，有意な影響を及ぼした（実験4）。
しかしながら，標準的な知覚的潜在テストである，単語完成テストには，そのような影響を及ぼさな
かった（実験5）。興味深いことに，処理水準の操作は，文章完成潜在記憶テストよりも，文章完成
顕在記憶テストに対して，より強い影響を及ぼした（実験6）。保持期聞と処理水準に加えて，実験
7では，スクリプト（表記様式）の操作（ひらがなで学習するか，漢字で学習するか）が行なわれた。
この実験において，知覚的潜在テストにおけるプライミングは，一週聞持続したが，概念的潜在テス
トにおけるプライミングは，一週間持続しなかった。実験4，5を追認するように，処理水準の操作
は，漢字完成テストに有意な影響を及ぼしたが，単語完成テストには，そのような影響を及ぼさなかっ
た。スクリプトの操作が，単語完成テストと漢字完成テストに与える影響の方向は，異なっていた。
また，スクリプトの操作は，潜在版の概念的テストである，文章完成テストに有意な影響を及ぼした
が，顕在版の文章完成テストにはそのような影響を及ぼさなかった。要約すると，実験4から7で示
されたのは，以下のようなことである。第一に，知覚的潜在テストと，概念的潜在テストにおけるプ
ライミングの持続期聞は異なる。第二に，知覚的潜在テストが概念的操作に，そして，概念的潜在テ
ストが知覚的操作に敏感であることがあり得る。最後に，異なる知覚的潜在テストの聞に，分離が見
いだされることもあり得る。
　実験8からユOでは，概念的潜在テストである，文章完成テストに見られた，スクリプト操作の予期
せぬ効果について検討された（実験7）。そして，この効果は，標準的な概念的潜在テストである，
一般知識テストには見られないこと，テストが漢字で回答される場合にのみ，生じる傾向にあること，
処理水準をあわせて操作することによって，変化することなどが，明らかとなった。実験11では，カ
テゴリー・連想テストと自由連想テストに対する，分類／生成符号化操作の影響が検討された。そして，
この二つの概念的潜在テストの問に，初めて，交差分離が見いだされた。
　実験1から11の結果は，既存の理論的見解によって説明されるが，より妥当な説明は，種々の見解
を総合した，新たなモデルによってもたらされる。このモデルが提唱するのは，次のようなことであ
る。異なる記憶テストの間の分離を説明するためには，それらの記憶テストを三つの次元にしたがっ
て分類するのが，好都合である。三つの次元とは，すなわち，知覚的次元，概念的次元，顕在一潜在
次元である。また，それらのテストが要請する，特有の操作（処理過程）を同定することが，併せて
重要である。
審　　査　　の　　要　　旨
本研究のテーマは，今日の記憶研究でもっとも注目を集めているといっても過言でないほど，多く
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の研究者が取り組んでいる重要なものである。このような状況にあって，知覚的潜在記憶テストと概
念的潜在記憶テスト聞の分離，異なる概念的潜在記憶テスト聞の交差分離，漢字完成テストのような
新しい記憶テストの開発など，新たな知見をいくつか見い出したことは，本論文の研究的価値の高さ
を証明しているといえよう。
　しかしながらひらがなや漢字を使用したテスト問題には，まだまだ改善の余地が残されており，今
後の課題の一つであることが指摘される。
　以上の実験結果や方法上のオリジナリティーに加え，理論的にも，構成要素処理モデルという従来
より一歩進んだモデルを構築しており，本論文は，たいへんすぐれたものと認められる。
　よって、著者は博士（心理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
一57一
